
プラネタリウム１００周年

西野 藍子

１．はじめに

昨年は近代的な光学式プラネタリウムが誕生して１００周年となる記念の年でし

た。国内外でさまざまな記念事業が行われ、当館でも、企画展「プラネタリウムの歴

史と大阪」や、記念日となる１０月２１日にはスペシャルナイト「プラネタリウム１００周

年記念イベント」を開催しました。

しかし、プラネタリウム１００周年記念はまだ終わっていません。後述しますが、

２０２５年５月７日のグランドフィナーレに向け、まだまだ続きます。ということで今回

は、プラネタリウム１００周年によせて、日本で最初のプラネタリウム施設である電気

科学館のプラネタリウムと、その後を受け継いだ大阪市立科学館の歴代プラネタリウ

ムについて、まとめておきたいと思います。

２．プラネタリウムの誕生

今日につながる近代的な光学式プラネタリウムは、

１９２３年ドイツのカールツァイス社で生まれました。記念

すべき最初の投影機は、「カールツアイスⅠ型」です。

１９２３年９月１６日に試運転が行われ、約１か月後とな

る１０月２１日には、ドイツ博物館で関係者向けのデモン

ストレーションにて初披露されました。

その後、さらなる開発と実証を目的に、ツァイス社はド

イツ・イエナにある自社工場の屋上に直径１６ｍの仮設

ドームを設置し、１９２４年７月２２日から９月ごろまで、

ほぼ毎日のように一般公開したのです。約３万人を超え

る人々がプラネタリウムを体験し、「イエナの驚異」とよば

れました。そして、１９２５年５月７

日、ドイツ博物館にて常設され、い

よいよプラネタリウムの歴史が始ま

ったのです。

写真２．ツアイス社の工場屋上に
押し寄せる多くの来場者

（提供：Ｚｅｉｓｓ Ａｒｃｈｉｖｅ）

写真１．カールツアイスＩ型
（提供：Ｚｅｉｓｓ Ａｒｃｈｉｖｅ）
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こうした歴史を記念して、国際プラネタリウム協会（ＩＰＳ）では２０２３年から２０２５年

にかけてプラネタリウムの１００周年を祝う記念事業を行っています。日本プラネタリウ

ム協議会（ＪＰＡ）でも、プラネタリウム１００周年記念事業実行委員会を立ち上げ、

「プラネタリウム１００周年記念事業 ～地上の星 ドイツに生まれて１世紀～」と題し、

１００周年記念事業を展開しています（※１）。筆者は同委員会の委員として、日本版プ

ラネタリウム１００周年記念プロモーション映像の制作、１００周年記念ホームページ

の更新などを担当しています。昨年１０月２１日に開催した「全国一斉プラネタリウム

１００周年記念イベント」では、全国３０か所のプラネタリウム施設をオンラインでつな

ぎ、当館やドイツからの生中継、さらに各施設のプラネタリウムで１００年前の星空を

投影し、１００周年の記念日を皆さんと一緒にお祝いすることができました（※２）。

１００周年記念事業は、２０２５年まで、まだまだ続いていきます。ぜひ楽しみにして

いてください。

３．日本のプラネタリウムはここ大阪から

さて、近代的プラネタリウムは１９２３年ドイツ

で誕生したわけですが、日本で最初のプラネタ

リウムは、ここ大阪で生まれました。１９３７年３

月１３日、日本初のプラネタリウム施設である大

阪市立電気科学館が開館し、日本のプラネタ

リウムの歴史が始まりました。電気科学館に導

入されたプラネタリウムは、カールツアイスⅡ型

投影機で、１９８９年に電気科学館が閉館する

まで５２年間活躍し、総観覧者数は１,１００万

人を数えました。多くの人々に天文の教育普及

の機会を提供したこと、そののちの国産プラネ

タリウムの誕生や発展につながったことなどが

評価され、昨年３月１２日には、日本天文学会

から「大阪市立電気科学館プラネタリウム」とし

て、日本天文遺産に認定されました（※３）。

このツアイスⅡ型投影機は、北半球の星空と南半球の星空を投影する２つの恒

星球と、太陽や月、惑星を投影する惑星棚からなります。Ⅰ型がドイツ・ミュンヘンの

ある北緯４８度の星空だけを投影するのに対し、Ⅱ型は地球上のあらゆる場所での

星空を投影できるよう、日周運動と年周運動の２つの軸に加え、緯度変化の軸が加

わり、いわゆる「ありんこ型」や「ダンベル型」とよばれる独特の形になりました（写真３、

４参照）。このⅡ型の登場によって、世界中のさまざまな場所の星空を投影すること

ができるようになり、プラネタリウムは世界へと広がっていったのです。

写真３．大阪市立電気科学館の
プラネタリウム

組み立て作業完了直前のようす。
（１９３７年２月頃撮影）
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電気科学館

が開館して以

降、日本では、

１９３８年 、東

京の有楽町に

東日天文館が

開館し、同じく

カールツアイ

スⅡ型が設置

されました（残

念 な が ら、

１９４５年の東

京大空襲にて

消失）。戦後に

は 、 １９５７ 年

に東京・渋谷

の天文博物館五島プラネタリウム（ツアイスⅣ型）、１９６０年に兵庫県・明石の明石

市立天文科学館（ツアイスＵＰＰ２３／３型）、１９６２年に愛知県・名古屋の名古屋市

科学館（ツアイスⅣ型）が開館しました。

４．電気科学館から大阪市立科学館へ

１９５０年代以降、現：コニカミノルタプラネタリウム株式会社（以下ミノルタ）や株式

会社五藤光学研究所（以下五藤光学）などが国産プラネタリウムを開発、量産化が

進み、またたく間に全国各地にプラネタリウム施設がオープンしていきました。１９７０

年代以降には、コンピュータによる制御が導入され、プラネタリウムに大きな変革がも

たらされました。光学式プラネタリウムでは、一体型だった恒星球と惑星棚が切り離さ

れ、惑星の動きをコンピュータで制御することで、太陽系近傍から見た惑星の運動を

再現することが可能になったのです。いわゆる２球式から１球式のプラネタリウムへの

変革です。また、ドームスクリーンに巨大映像を映し出すオムニマックスの登場や、

１９８０年代にはコンピュータグラフィックを駆使し、地球を飛び出して宇宙空間を旅

するような映像システムも登場し、やがてプラネタリウムは光学系と映像系のハイブリ

ッドで、多彩な演出ができるようになっていったのです。

こうした時代背景の中、大阪市立電気科学館は５２年の歴史に幕を閉じ、その後

を受け継ぐ形で、１９８９年１０月７日、中之島に大阪市立科学館が開館しました。日

本初のプラネタリウム投影機「カールツアイスⅡ型プラネタリウム」はその役目を終え

て、大阪市立科学館のホワイエに静態展示されることになったのです。

写真４．電気科学館リーフレット「天象館案内」（１９３９年頃）に

掲載されたプラネタリウムの説明図
① Ⅰ－Ⅰ：極軸（赤道面に垂直）のまわりに回せば日周運動を、

② Ⅱ－Ⅱ：黄道軸（黄道面に垂直）のまわりに回せば年周運動を、

③ Ⅲ－Ⅲ：水平軸（緯度変化軸）のまわりに回せば緯度変化を再現。
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① 初代プラネタリウム

大阪市立科学館として最初のプラネタ

リウムは「インフィニウムα」で、コンピュー

タ制御により地球の諸運動や歳差運動、

任意の惑星上での運動など、多彩な演出

が可能でした。また、巨大映像システムの

オムニマックスを導入し、ドームスクリーン

に迫力のある映像を上映しました。開館

当初は、最新鋭の自動投影を軸に、若干

の手動投影（星空解説）を行っていたよう

ですが、電気科学館時代の手動投影を

懐かしむお声が多数あったらしく、４５分間

の投影のうち、３０分を生解説（手動投

影）、１５分をテーマ解説（自動投影）というスタイルにすぐに切り替えたようです。この

投影スタイルは、２種類ある一般投影の１つとして、いまに受け継いでいます。

② 二代目プラネタリウム

当館の二代目プラネタリウムは「インフィ

ニウムＬ－ＯＳＡＫＡ」で、初代よりも恒星

像はシャープに、２.５等よりも明るい９１個

の恒星はスペクトル型に合わせて星の色

が再現されました。名称にＯＳＡＫＡとある

のは、ミノルタ社製のインフィニウムＬに対

して、当館学芸員がよりリアルな星空を追

求し、恒星のまたたきや投影する恒星の

数など細かく要望を出したことで、当館オ

リジナルの仕様になっているからです。さら

に、この時の大きな変革といえば、全天に

デジタル映像を投影する全天周映像シス

テムとして、五藤光学製の「バーチャリウムⅡ」を導入したことです。ドーム周りに設置

した６台のプロジェクターから全天に宇宙映像を映すことで、より没入感のある宇宙旅

行を体験することが可能になりました。このシステムでは、画像や動画を全天に描画

できるだけでなく、ヒッパルコスによる恒星の３次元位置データをもとに、リアルタイム

に恒星間飛行のシミュレーションもできるようになりました。当館において、先に述べた

光学系と映像系のハイブリッド投影が実現した最初のプラネタリウムでもあったので

す。初代プラネタリウムの時代は、後半１５分を自動投影としていましたが、二代目プ

写真６．インフィニウムＬ－ＯＳＡＫＡ
大阪市立科学館の二代目プラネタリウム

（２００４年～２０１８年）

写真５．インフィニウムα
大阪市立科学館の初代プラネタリウム

（１９８９年～２００３年）
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ラネタリウムの導入により、４５分間を学芸員がフル

マニュアルで生解説するスタイルに変わりました。こ

の投影スタイルも、一般投影の１つとしていまに受け

継いでおり、学芸員の個性を生かしたバラエティ豊

かな投影の確立につながっています。

③ 三代目プラネタリウム

当館の三代目プラネタリウムは「インフィ

ニウムΣ－ＯＳＡＫＡ」で、現在運用してい

る投影機です。従来の電球に変わり、超高

輝度ＬＥＤ光源を採用することで、金星や

シリウスなど特に明るい星の輝きをシャー

プなまま、光の強さで再現することが可能

になりました。また、全体的に星の明るさを

底上げし、暗い星や天の川が見やすくなり

ました。特注新開発の別設投影機などで、

月食や月と天体の接近、超新星の再現な

どもできるようになり、より多彩でリアルな星

空を映し出すことが可能になったのです。

さらに２０２２年には全天周映像システ

ムのリニューアルを行い、ミノルタ製の「メデ

ィアグローブΣＳＥ」を導入しました。６Ｋ×

６Ｋの高解像度プロジェクターで、より美し

い宇宙映像を映し出すことができるように

なり、地上の星空から宇宙の果てまで、光

学式との連動によってさらにシームレスな

宇宙体験が可能になりました。

５．閑話：プラネタリウムと私

ここで、筆者自身のプラネタリウムの思い出話を少々…。私がプラネタリウムに出

会ったのは、たぶん幼稚園か小学校低学年くらいの頃です。北堀江に住んでいたの

で、親に自転車で大阪市立電気科学館に連れていってもらいました。ですから、本

物の星を見るよりも、プラネタリウムの星を見た方が先だったように思います。プラネタ

写真８．インフィニウムΣ－ＯＳＡＫＡ
大阪市立科学館の三代目プラネタリウム

（２０１９年～）

写真７．「バーチャリウムⅡ」
精細で迫力のある宇宙映像を映し出せるようになった。

写真９．「メディアグローブΣＳＥ」
コントラストと解像度が格段に向上。
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リウムで北斗七星を知って、その後自宅の近所で夜空を見あげ、北斗七星をさがし

ました。当時の大阪も街明かりが明るく、ほとんど星は見えませんでしたが、かろうじて

北斗七星を見つけることができました。「あっ、ほんまにスプーンの形で星がならんで

る！」「プラネタリウムで見たのより、スプーンがでかい！」…当たり前ですが、プラネタ

リウムで見た星が本当の空にもちゃんとあって、びっくりしたことを覚えています。

こうして私は、電気科学館のプラネタリウムをきっかけに星や宇宙が好きになり、縁

あって、大阪市立科学館で天文の教育普及活動に従事しています。ですから今回、

この１００周年記念事業に学芸員として携われることを大変嬉しく思っています。

６．おわりに

今回の記事では、電気科学館から始まる当館のプラネタリウムの変遷を紹介しま

した。この１００年、確かにプラネタリウムは様々な発展を遂げ、より多彩な演出で宇

宙を体験していただくことができるようになりました。その進化は間違いなく素晴らしい

ものですが、その機械を操作し、星や宇宙のことを伝えてきた人々の歴史も、この

１００年にはたくさんつまっています。何人もの先人たちの歩みの線上に、私たち学芸

員がいて、この歩みもまた、新たな歴史になって未来へとつながっていくんだと、１００

周年記念事業を通して、気持ちが引き締まる思いでいます。

現在、科学館は展示改装のため長期休館中です。今回の改装ではプラネタリウム

のリニューアルはありませんが、歴史ある電気科学館のカールツアイスⅡ型投影機

は、展示場所を変えて、大阪市立科学館の伝統を担うシンボルとして、また新たな

歴史を歩み始めます。リニューアルオープンは今年夏ごろを予定していますので、ぜ

ひ、楽しみに待っていてください。

（※１） １００周年記念事業については、随時以下ホームページにて公開しています。

ｈｔｔｐｓ：／／１００.ｐｌａｎｅｔａｒｉｕｍ.ｊｐ／

（※２） ２０２３年１０月２１日に開催された全国一斉プラネタリウム１００周年記念イベントの共通部分のオ

ンライン配信については、以下ＹｏｕＴｕｂｅにてご覧いただくことができます。

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｙｏｕｔｕｂｅ.ｃｏｍ／ｌｉｖｅ／ＰｑｉｅｃＷｙ９ＪＢｇ?ｓｉ＝ｒ４ｘ８ＶＦｚＲ４７ＺＶｆＮＡｕ

（※３） くわしくは、月刊うちゅう２０２３年６月号の嘉数学芸員の記事「日本天文遺産になった電気科学館

プラネタリウム」をご覧ください。

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／ｗｐ‐ｃｏｎｔｅｎｔ／ｕｐｌｏａｄｓ／２０２３／０６／ｕｎｉｖｅｒｓｅ２０２３０６_０４
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